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第1章  一部改訂にあたって 

1.1 一部改訂の趣旨 

本市の水道事業は、旧田辺町時代の昭和 31 年に認可を受けた、田辺地区の簡易水

道事業を始まりとし、50 年以上の歴史を有しています。 

この間、本市では、市北部地域での大規模な宅地開発、関西文化学術研究都市の建

設及び同志社大学の開校等の大規模開発が相次ぎ、給水人口と給水量の増加に対応す

るために水源確保、施設拡張に邁進してきました。 

現在は、令和 12 年度を目標とする第７次拡張事業（第 5 回変更）を推進しており、

給水人口は 74,000 人、一日最大給水量は 28,900m3/日と計画しています。 

しかし、少子化の影響は本市といえども例外ではなく、「京田辺市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」（平成 28 年度 3 月）における将来推計人口では、令和 12 年度を

ピークとして本市の人口が減少に転じるものと予測されています。 

このことから、本市の水道事業経営を中長期的に見ると、料金収入と給水分担金収

益の減少による財政面への影響が懸念事項であり、何らかの対応策を考える時期が近

づいています。 

上記以外にも、本市では中長期的には顕在化しうる課題を多く抱えています。例え

ば、昭和の時代に集中して大規模な宅地開発が行われたため、当時、整備した浄水場

等の施設や水道管の更新については、短期間に事業が集中することになり、財政的に

も体制的にも対応が困難となることが予測されます。 

また、近年、大規模な地震が各地で発生し、甚大な被害を与えており、改めて自然

災害への備えが重要視されています。 

このように多岐にわたる課題に対し、中長期的な視点で解決の方向性（道しるべ）

を示すものとして平成 25 年 2 月に「京田辺市水道ビジョン」を策定しました。 

当該ビジョンの策定にあたっては、その実行計画である「中期経営計画」を策定し

ておりましたが、それに取り替わるものとして、国の要請により、令和 2 年度に「京

田辺市水道事業経営戦略」（以下、「経営戦略」という）を策定し、その計画期間は令

和 2 年度～令和 11 年度となっています。 

そこで、現行の「京田辺市水道ビジョン」の目標年度（令和 9 年度）と経営戦略の

計画期間の整合をとることを目的として、今回ビジョンの目標年度を 2 年延長し、一

部改訂します。 
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1.2 位置付け 

本市水道ビジョンは、本市の第４次総合計画や国の新水道ビジョン、府の京都水道

グランドデザイン等を上位計画とする水道事業のマスタープランです。本ビジョンを

もとにして、経営戦略や各種個別計画を立案し、事業化をめざします（図 1.1 参照）。 

京田辺市
第4次総合計画

京田辺市水道ビジョン
（計画期間：平成25年度～令和11年度）

新水道ビジョン

国（厚生労働省）

京都水道
グランドデザイン

＜京都府水道ビジョン＞

施設整備計画 耐震化計画管路整備計画 ・・・計画 ・・・計画

各種個別計画

事 業 化 へ

都道府県

※京都府営水道では、
「京都府営水道ビジョン（改訂版）」を策定

京田辺市水道事業経営戦略
（計画期間：令和2年度～令和11年度）

 

図 1.1 本市水道ビジョンの位置付け 

 

1.3 目標年次と構成 

経営戦略と整合を図るため、本市水道ビジョンの目標年次は、改訂前ビジョンの令

和 9（平成 39）年度から令和 11 年度に延長します。 

本ビジョンの構成は、次に示すとおりであり、本市水道事業の概要を紹介した後、

水道事業の現状や将来見通しから得られた各種課題に対し、まず半世紀先を見据えた

将来像（基本理念）を掲げ、その後に目標年度である令和 11 年度における目標（基

本方針）とその実現のための施策を提示します。最後には、ビジョン推進に向けた事

業計画とフォローアップの考え方を提示します。 
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